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大気光学現象に基づく虹のフォトリアリ
スティックレンダリング
Photo-realistic Rendering of Rainbows Based on Atmospheric 
optical phenomena











































































 水滴ボリューム – 個数密度
10p /21p
Marshall – Palmer の粒径分布


























in – scattering による影響を考慮
3. レンダリング手法-光の増幅
 in - scattering


















































5. 結果画像- in-scattering の効果
 空の色による変化
20p /21p
太陽高度10度
太陽高度30度
太陽高度20度
5. まとめと今後の課題
 まとめ
21p /21p
 今後の課題
水滴の分布を考慮した虹のレンダリング手法を提案
した。
空気分子による散乱を考慮したレンダリング手法を
提案した。
エアロゾルや水蒸気などによるミー散乱の考慮。
